
〆このような事業を積極的に支援します

不登校や引きこもり、生活環境の変化や健康不安等が原因で、地域との交流がない状態

の人たちの居場所づくりのための活動を支援します。

子育て中のパパやママが相談をしたり、交流をもつ「子育てサロン」の開催や子どもたち

の電話相談等を支援します。

〆今年の募金はこのように使われます

地域の皆が協力し、スムーズに避難するための訓練や避難用の道具の購入を支援します。
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募金資材費や広報費、会の運営経費に
1億643万 1,000円

大規模災害に備える準備金に
3,000万 円

地域から孤立をなくすための事業に
000万円

防災関連・子どもの健全育成のために
2,000万 円

小規模作業所の支援のために
1,000万円

社会福祉施設の補修や備品の購入に
1億6,078万6,000円

〆目標額とは?

地域の身近な福祉活動に

3億3,514万4,000円

歳末支援事業に
3億3,695万5,000円

民間団体が行う福祉事業に
41500万 円

共同募金は、お金が集まつてから使いみちを決める募金ではありません。

募金を集める前に、「障がい者施設で使うバンの移動販売車の購入に、○○円必要」等の福祉

団体や施設が希望する必要額を集計します。

そして、そのお金がいくら必要かを決めます。これが、支援に必要なお金=目標額となります。

しかし、募金ですので任意で応分のご協力をお願いいたします。

:::ご注意ください
平成25年 4月 1日施行の犯罪収益移転防止法の

改正により、10万円を超える現金を振り込む場合

は、本人確認書類として運転免許証や健康保険証

等の提示及び取引の目的や職業等の申告が必要

となりました。


